
「区の指定した避難場所がどこにあるのかを
 知っている」が最も高く59.2％

「ごみの分別に気をつけている」が最も高く約9割

環境のために心がけていること(複数回答)

「治安が悪化したと感じたから」が最も高く
 54.2％

「ひったくり防止ネットの使用や、バッグを
 壁側に持つなどする」が39.6％で最も高い

日頃の防犯対策（複数回答） 防犯対策を始めた動機（複数回答）

災害に備えていること（複数回答）
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0 20 40 60 80 100

（％）

(n=1,248)

88.5

72.0

69.8

59.5

16.0

2.3

0.8

ごみの分別に気をつけている

ごみやすいがらのポイ捨てを
しないようにしている

節水や節電などの省エネル
ギーを心がけている

リサイクルを心がけている

できるだけエコマーク製品
（再生品）を利用するよう
にしている

その他

特にない

0 20 40 60
（％）

(n=1,248)

59.2

33.4

31.3

25.1

24.9

15.2

1.2

17.0

区の指定した避難場所が
どこにあるのかを知っている

自宅に消火器を備えている

非常食・飲料水を備蓄している

非常持ち出し品をまとめている

家具の転倒防止の対策を
行っている

町会や自治会の防災訓練に
参加している

その他

特にない

0 20 40 60

(n=1,248)

（％）

39.6

33.6

11.9

9.5

4.6

2.8

30.5

ひったくり防止ネットの使用や、
バッグを壁側に持つなどする

鍵の取り替えや窓の強化など、
家への侵入をしづらくする

玄関等に防犯カメラやセン
サー等の機器を取り付ける

自転車の鍵を2個にする

防犯ブザーなどの防犯グッズ
を携帯する

その他

特にない

0 20 40 60

(n=828)

（％）

54.2

33.9

14.3

7.7

8.8

治安が悪化したと感じたから

自分や家族、知人が被害に
あった（あいそうになった）から

いろいろな防犯設備がある
のを知ったから

警察から防犯指導を受けた
から

その他

日常の区民生活



「高齢者の支援に関する活動」が
 13.1％で最も高い

3人に1人が「安心して受診できる医療機関が

身近にある」

保健と医療（複数回答）

「町会や自治会、老人会、子ども会、ＰＴＡなど
 の活動」が最も高いが、半数以上が「特にない」

地域活動の参加状況（複数回答）

地域活動への参加意向（複数回答）

- 8 -

0 10 20 30 40

（％）

(n=1,248)

32.9

16.7

12.7

11.9

3.5

3.4

4.6

31.9

安心して受診できる医療機関が
身近にある

心の病に不安をもっている

難病に関する不安をもっている

健康づくり、子どもの健康、感染症、医療
機関などの情報が区から提供されており、
利用しやすいと感じる

狭心症･心筋梗塞にかかった
ことがある

脳出血や脳梗塞にかかった
ことがある

特にない

その他

0 10 20 30 40
（％）

(n=1,248)

13.1

12.3

12.1

11.9

10.3

10.1

8.1

7.5

7.1

6.9

6.4

6.3

4.1

2.1

2.1

10.2

40.4

5.5

高齢者の支援に関する活動

生涯学習ボランティアなど地域
学習に関する活動

資源のリサイクルなどに関する活動

町会･自治会の運営に関する活動

緑の協力員など自然環境の保全に
関する活動

健康づくり推進員など保健衛生に
関する活動

まちづくりに関する活動

子育てアドバイザーなど子育て支援
に関する活動

避難所運営など災害対策に関する
活動

障害者の支援に関する活動

スポーツ指導に関する活動

公園や住区センターの自主管理に
関する活動

伝統芸能の保護・継承に関する活動

地元の小･中学校運営に関する活動

青少年の健全育成に関する活動

男女共同参画に関する活動

その他

特にない

0 20 40 60

(n=1,248)

（％）

26.4

14.9

9.3

4.9

2.1

2.2

53.8

町会や自治会、老人会、
子ども会、ＰＴＡなどの活動

区が主催する各種イベント、
催し物

地域の文化サークルや体育
サークルなどの活動

ボランティアやＮＰＯ（民間の
非営利活動の組織）などの活動

区の各種委員会や審議会、
勉強会などの活動

その他

特にない


